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要旨 
医療・福祉施設の給食管理業務における外部委託率は年々上昇し続けているが、給食会社の人材不足は
深刻であり、栄養士職の早期退職者が多いことも報告されている。本研究では、給食会社に勤務する栄養
士職の労働実態を把握し、課題を明らかにすることを目的とする。対象は北海道札幌市の管理栄養士養成
大学を 2004 年以降卒業し、給食会社に就職した管理栄養士 16 名である。配属施設ごとの職場環境につい
て半構造化面接を行い、インタビュー内容を質的帰納的に分析した。結果は、職場環境の問題点として、
第一に短期間の配属先異動により業務の習得がしにくいこと、第二に給食会社の変更が業務全般に大きな
影響を及ぼすこと、第三に会社のサポートが得られにくい環境に置かれていることなどが明らかになった。
栄養士職の多岐にわたる給食経営管理業務を整理するために、さらなる調査の必要性が示唆された。 
 
The outsourcing rates of food services in hospitals and nursing homes are increasing every 
year. However, many food service companies are facing a shortage of workers. Previous research 
reports that there were many early retirees of registered dietitian and dietitian. This study 
aims to assess the current employment status of registered dietitians or dietitians working in 
subcontracted food service companies. Accordingly, in this study, data were collected through 
semi-structured interviews from 16 registered dietitians who had studied at a training 
institution after 2004 and obtained employment at subcontracted food service companies.  
The results revealed the following workplace environment problems: First, it is difficult to 
learn the work and master the business due to the occurrence of many short-term transfers. 
Second, due to the shortage of workers, contracts with new facilities, such as hospitals and 
1）天使大学看護栄養学部 (2018年4月27日受稿、2018年10月10日審査終了受理) 
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nursing homes, increase the workload of registered dietitians. Finally, third, only limited 
support is extended by the boss and co-workers in the workplace. Further research is required 
to clarify unresolved issues and organize the diversified food service management tasks of 
registered dietitians. 
 
キーワード：管理栄養士（registered dietitian） 
      給食経営管理（food service management） 
      給食会社（Subcontracted food service company） 
      労働実態（current employment status） 
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Ⅰ．はじめに 
病院や福祉施設の給食管理業務において、給食
会社への外部委託率は年々上昇し続けている 1)。
とくに病院における患者給食は、医療法や入院時
食事療養費制度などの基準に合わせて提供される
ことはもとより、制度の変化や社会の要望に合わ
せた対応を求められている。1980 年代以降の規制
緩和の一環として病院給食業務の外部委託が認可
されて以降 2)、外部化は進展し、一般財団法人医
療関連サービス振興会による「医療関連サービス
実態調査」によれば、病院給食の外部委託率は調
査開始時の 1991 年は 19.9％だったが、その割合
は 2015 年に 70.3％にまで上昇している 1）。このよ
うな変化にともない、病院に勤務しながら給食会
社側に所属する栄養士職の割合は、1993年に14.2%
であったところが、2010 年には 36.5％にまで上昇
している 3）。 
病院内において給食会社側の割合が増えている
が、給食会社は人手不足の問題を抱えている 4）。
佐藤は、自身が所属する給食会社の管理栄養士が、
一般大卒者と比べて離職率が高いことを指摘して
いる 5)。上述の「医療関連サービス実態調査」にお
いても調理員を含め、給食会社の約９割は、人材
確保が困難な状況であると報告されている 6)。 
給食会社の栄養士職が加盟する「社団法人日本
メディカル給食協会栄養士会」の研修会において
も、栄養士職の人材を定着させるためにどのよう
な工夫をすべきか検討が行われており、会社側も
問題点の把握を探っているが 7) 解決は難しいと言
える。 
給食会社の栄養士職の労働実態に関する先行研
究は、太郎良らによる福祉施設の給食管理業務を
分析したもの 8) や、病院の栄養士職の勤務実態や
職務満足度に関するものがある。田中らは病院の
栄養士職の勤務実態を把握し、職業性ストレスに
影響する要因を分析し、給食会社側は施設側の栄
養士職に比べて「体の疲労度が高い」、「上司の理
解が得られにくい環境にある」ことを指摘してい
る 9,10）。水元らは、病院の栄養士職の職務満足度に
関する現状と関連要因を分析し、施設側と給食会
社側とでは、同じ栄養士職であってもコミュニケ
ーションの難しさを指摘している 11）。これらの田
中らおよび水元ら双方の研究対象は、施設側の栄
養士職の回答数が多いことから給食会社側の労働
実態の情報が乏しいと言える。 
病院給食は、入院患者の食事を高い品質（安全、
おいしさ）と適切な個別対応により提供すること
によって治療効果が高まる。給食管理業務にたず
さわる栄養士職はその役割を担うことから、労働
実態の解明は意義深いと考えられる。 
本研究では、給食会社の栄養士職へのインタビ
ューをとおして職場の働きやすさ、働きにくさ、
その要因などの労働実態を把握し、課題を明らか
にすることを目的とする。 
 
Ⅱ．方法 
1. 研究対象者の選定 
本研究では給食会社に勤務経験のある管理栄養
士にインタビュー調査を行った。インタビューの
対象者は、北海道札幌市に位置する管理栄養士養
成校、T 大学の卒業生とした。T 大学は 2000 年度
に栄養士養成の短期大学から管理栄養士養成大学
に改組転換し、2000 年以降、卒業生の約６-７割が
栄養士職として就職しており（内部資料による）、
この割合は全国平均とほぼ同様である 12)。対象者
の選定は、機縁法により給食会社に勤務経験があ
る人を募り、調査協力の同意が得られた者 16 名
（北海道内在住）とした。先行研究では給食会社の
人手不足や管理栄養士の離職率の高さが指摘され
ている 4,5）。そこで本研究では、給食会社に就職し
た栄養士職の労働実態を把握するため、調査対象
を退職者または退職予定者を中心とした。 
本研究は、天使大学における人間を対象とする
研究倫理審査に申請し、天使大学研究倫理委員会
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の承認を得て行った。 
 
2. 調査方法 
調査方法は、調査者が準備したインタビューシ
ートに協力者が所属、勤続年数、配属施設、業務
内容、雇用形態などの項目に記入後、インタビュ
アーがインタビューガイドに基づき、配属施設ご
との職場環境、働きやすさ、働きにくさ、その要
因などについて半構造化面接を行った。インタビ
ューを行う際に、調査者は研究者の立場として、
協力者に意図的な介入を行わないように留意した。
インタビュアーは、対象者に配属施設ごとの職場
環境、働きやすさ、働きにくさ、その要因などに
ついて質問を行い書き留めていった。インタビュ
ーの内容は協力者の許可を得たうえでICレコーダ
ーに録音した。調査期間は、2014 年 10 月～2015
年２月であった。 
 
3. 分析方法 
分析方法は、質問項目ごとに逐語録を作成し、
逐語録すべてをデータとした。質的帰納的分析方
法に基づき、逐語録すべてをデータとした。内容
ごとにコード化、サブカテゴリー化、カテゴリー
化を行った。 
さらにインタビュー内容の質的データの一部に
ついて、文字データをコーディングによって数値
化する計量的分析手法 13)をもとに、分析用ソフト
ウェア「KH Coder」14)を用いて、共起ネットワーク
を作成した 15)。共起ネットワークの図では、文章
中でよく一緒に使われ、出現パターンの似通った
語（以下、共起の程度が強い、とする）が線で結
ばれ、多く出現する語は円の描画が大きく、文章
中でどの語とどの語がデータ中で結びついている
のかが視覚化されるので、データの概観を把握す
ることができる。また、分析の際には、共起の程
度がさらに強いものが「太い線」で描画されるよ
うに設定を行った。 
 
4. 本論文の用語 
本論文で使用する用語について以下、確認して
いく。 
栄養士・管理栄養士の使い分けについてである
が、病院では、入院基本料の算定要件として管理
栄養士の配置が求められていることや、栄養食事
指導など診療報酬にかかわる業務を管理栄養士が
行った場合に加算の対象になるため、管理栄養士
が配置されている割合が高い。しかし、栄養士法
においては、栄養士は「栄養の指導に従事するこ
とを業とする者」とされ 16）、管理栄養士とともに
人々の健康保持および増進、疾病の予防や治療に
栄養・食生活面からサポートするための職種であ
る。そこで本論文では、久保田が栄養士労働の研
究論文で用いた標記を参考とし、「管理栄養士」の
資格を表す場合、および引用文献の標記が「管理
栄養士」とされている場合は管理栄養士と標記し、
両者をあわせた意味合いで用いる場合は、栄養士、
または栄養士職と表すこととする 17,18)。 
委託と受託の区別に関する法令上の用語は、委
託者（施設側）と受託者（給食会社）とされるが、
書籍、論文において様々な用語が使われ統一され
ていない。例えば、受託者（給食会社）と同様の
意味合いとして「委託給食会社」「委託会社」「委
託」「受託給食会社」「受託会社」などが用いられ
ており、委託者（施設側）においては、「施設側」
のほかに「直営」が用いられている。本論文では、
受託者の標記は「給食会社」とし、委託者の標記
は「施設側」と統一し、施設側の栄養士は「施設
栄養士」とすることとする。ただし「KH Coder」
による図表および本文の結果、考察においては「委
託」「直営」などが混在しているが、対象者が用い
た表現を使用して分析を行っているためそのまま
用いることとした。 
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Ⅲ．結果および考察 
1. 対象者の勤務状況の概要 
調査対象者は北海道内在住者 16 名、調査時の年
齢 24 歳～31 歳（平均 27±2.4 歳）、全員女性であ
る。調査時点での勤務状況は、16 名のうち退職者
が 12 名、現職が４名（３か月以内の退職予定者が
３名）である。所属給食会社は８社（A～H社とす
る）、その内訳は A 社５名、B 社４名、C 社２名、
D～H社は各１名である。表１に、対象者 16 名の属
性および勤務状況のインタビュー結果について、
概要を示した。対象者の勤務状況は、16 名中９名
は３年未満で退職しており（退職予定者も含める）、
そのうち勤務期間１年未満で退職した３名の中に
は、期間が非常に短い３週間というケースがあっ
た。 
配属地域の内訳は、札幌市内および札幌市近郊
が 12 名、空知・日高・十勝・釧路・宗谷などが６
名で（重複２名）、札幌市以外の道内全域に広がっ
ている。 
各自が経験した配属施設数は１施設の経験が４
名、２施設が９名、４施設が２名で、２施設以上
の経験者が最も多かった。勤務期間が長くなると
配属施設数も増えていくが、１施設あたり平均勤
務年数は１年７か月と短いことから、退職者を含
め、人の入れ替わりが多いと言える。配属施設の
職域は、病院のみ、または病院と福祉施設の２パ
ターンで、病院への配属が多いことが把握できた。 
「出向」は、所属は会社のまま（在籍出向）、表
向きは施設側の管理栄養士としての立場で働くこ
とで、16 名中３名が経験しており、すべて配属施
設の２か所目であった。 
「新規オープン」は、施設側が別の給食会社に契
約を変更した際に、新たに参入する給食会社が使
う表現で、「新規立ち上げ」とも呼ばれている。新
規オープンは 16 名中の８名が経験し、そのうち表
１の No.12 は２度、経験している。このように、
新規オープン（給食会社の変更）は度々行われ、
変更に伴い栄養士の異動と業務の引き継ぎが必要
になるため、給食会社側の業務量が増加すると思
われる。 
配属施設ごとの「働きやすさ」の評価について、
１施設目から多い人では４施設目まで、主観的な
働きやすさの自己評価を３段階（〇働きやすい、
△ふつう、×働きにくい）で回答してもらった。
「△ふつう」および「×働きにくい」が多く、同一
の対象者であっても配属施設ごとにその評価が異
なっている。なかでも、勤務期間が２年未満の No.
１から No.６までの６人のうち、No.１、No.２、No.
４、No.６の評価はすべて「×働きにくい」であっ
た。働きにくい理由として「業務量が多い」、「人
間関係の問題」、「人手不足」、「新規オープン」な
どが挙げられているため、それらの理由が早期退
職につながった可能性が考えられる。 
No.８から No.16 までの長期勤務者は、「２施設
目でだんだん働きやすくなる」「人間関係が良い」
など働きやすい理由が挙げられている。人間関係
の良さは、勤務の継続意欲につながる。配属施設
の評価は、年数が長くなるにしたがい仕事の熟練
度が増し、仕事を主体的に行うことによって、業
務をスムーズにこなしていることがわかる。No.15
の「売上を伸ばした達成感と表彰」は、給食会社
の栄養士としてのやりがいを感じていることがわ
かる。 
 
2. インタビューの内容 
配属施設ごとの職場環境ややりがいなどについ
てインタビューした内容を、質問項目ごとに逐語
録を作成し、内容ごとにコード化、サブカテゴリ
ー化、カテゴリー化を行った。 
表２に職場環境に関するインタビュー内容の分
類を示した。カテゴリーは、「新規オープン関わる
状況について」、「業務について」、職場環境の「サ
ポートについて」の３つに分類することができた。 
 
  
岡部哲子 他：給食会社に勤務する栄養士職の労働実態 
- 24 - 
  表１ 対象者の勤務状況の概要 
№ 年齢 
配属施設 
勤務期間 
退職 
現職 
地域 
施設数
合計 
職域 出向 
新規 
オープン 
働き 
やすさ 
働きにくい理由 働きやすい理由 
1 31 3週間 退職 ①札幌 1 ①病院   ①オープン ①× 新卒 1人配置   
               
 
引継ぎ 5日間   
               
 
新規オープン   
               
 
業務量多い 
体調崩す 
  
2 31 2か月 退職 ①札幌 
近郊 
1 ①病院     ①× 業務量多い   
             
 
人間関係の問題   
             
 
体調崩す   
3 26 10か月 退職 ①札幌 2 ①病院     ①△   ふつう 
     ②札幌   ②福祉     ②○     
4 31 1年3か月 退職 ①空知 2 ①病院     ①× 新卒１人配置   
     ②空知   ②福祉 ②出向 ②オープン ②× 人間関係の問題   
5 31 1年8か月 退職 ①札幌 1 ①病院     ①△ 業務量多い   
               
 
人手不足   
6 24 1年10か月 退職 ①宗谷 2 ①病院     ①× 業務量多い   
     ②宗谷   ②病院     ②× 人手不足   
               
 
人間関係の問題   
7 24 2年6か月 現職 ①札幌 2 ①病院     ①× 新規オープン   
   退職予定 ②札幌   ②福祉   ②オープン ②△ 業務量多い   
               
 
人手不足   
               
 
人間関係の問題   
8 24 2年6か月 現職 ①釧路 2 ①病院     ①× 業務量多い 2 施設目でだんだ
ん働きやすくなる。    退職予定 ②釧路   ②福祉 ②出向   ②△ 人手不足 
               
 
人間関係の問題 
9 28 2年10か月 退職 ①札幌 1 ①病院     ①○   人間関係良い。 
               
 
  やりがいがある。 
10 26 3年11か月 退職 ①空知 2 ①病院     ①○   人間関係が良い。 
     ②空知   ②病院 ②出向 ②オープン ②△     
11 28 4年8か月 退職 ①札幌 2 ①病院   
 
①△ 2 施設目とくに
業務量多い 
  
     ②札幌   ②病院   ②オープン ②×   
12 26 4年10か月 退職 ①札幌 4 ①病院   
 
①× 人間関係の問題 だんだん仕事が
慣れてこなせる。      ②十勝   ②福祉   ②オープン ②△ 新規オープン2回 
     ③十勝   ③福祉   ③オープン ③○   
     ④札幌   ④病院   
 
④△   
13 26 4年10か月 現職 ①日高 2 ①病院   
 
①△ 人間関係の問題   
   退職予定 ②札幌   ②福祉   ②オープン ②△ 業務量多い   
14 28 5年2か月 退職 ①札幌 4 ①病院   
 
①× 業務量多い 4 施設目はマニュ
アルありスムーズ。      ②札幌   ②病院   
 
②○ 人手不足 
     ③札幌   ③病院   
 
③× 人間関係の問題 
     ④札幌   ④病院   
 
④○   
15 28 5年9か月 退職 ①札幌 2 ①病院   
 
①× 業務量多い 売上を伸ばした達
成感と表彰。      ②札幌   ②病院   
 
②△ 人手不足 
16 28 6年8か月 現職 ①札幌 3 ①病院   
 
①○   人間関係良い。 
     ②札幌   ②病院   ②オープン ②○   指導してくれた。 
     ③札幌   ③本社     ③○   評価してくれた。 
資料：インタビューより作成。 
注：１）年齢は調査時による。勤務期間は会社の所属期間全体を示した。地域、職域は、配属施設順に１施設目を①、２施設目を
②のように示した。 
  ２）「出向」は在籍出向として、表向きは配属施設の「管理栄養士」の立場で働くことである。対象者のうち出向を経験した
３名は、配属先が２施設目であったため、②出向と示した。 
  ３）「新規オープン」は、施設側が給食会社を変更する場合に、新たに参入する給食会社側が使用している表現で、「新規立ち上
げ」とも言う。新規オープンに関わった配属施設が１施設目の場合は、①オープン、と示した。 
  ４）「働きやすさ」については、対象者による主観的な働きやすさの評価を３段階（〇働きやすい、△ふつう、×働きにくい）
とし、配属施設順の評価を示した。例えば、配属先１施設目が「働きにくい」場合は、①×、 と示した。 
  ５)「働きにくい理由」は、「働きやすさ」の評価が「△または×」の場合、その理由を集約した。 
  ６)「働きやすい理由」は、「働きやすさ」の評価が「○」の場合、その理由を集約した。 
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  表２ 職場環境に関するインタビュー内容の分類 
カテゴリー サブカテゴリー コード 
新規オープンに関わる状況について
 
新卒１人勤務で引継ぎ
がない 
・パソコンに過去のデータがなく献立入力作業から始めた。 
・目の前の仕事をこなすのが精いっぱい。栄養士業務の何をしているのかわからない状況。 
給食の現場を見ること
ができない 
・引き継ぎ期間は１週間で、厨房には入らせてもらえない。 
業務量が多い 
・調理業務をしながら、次の献立を回さなくてはいけない。とにかく締め切りに追われて
いた 
・役割分担が不明確だったためか、献立はいつもぎりぎりで回していた。 
・新規立ち上げ準備に３-４か月追われていた。朝６時から夜９時まで忙しく、１か月は休
みがない。 
・調理師業務、栄養士業務のほか、責任者として労務管理、売店の管理、病院との交渉な
ど能力以上のことを求められた。 
＊新規オープン時に業
務がスムーズに行われ
た 
・変更前の給食会社の栄養士が業務を引き継ぎ問題なかった。 
・栄養管理のことがわからなかったので（出向の立場）、給食会社の先輩（SV）が相談に乗
ってくれた。 
業務について
 
調理員が欠員のため多
忙 
・人不足で早番から遅番まで２週間連続勤務。食種、形態のちがいも多い。 
調理員・栄養士業務の
掛け持ちで多忙 
・栄養士業務は調理業務が終わってから行うので常に残業していた。 
欠員があり栄養士業務
が多忙 
・厨房担当の栄養士の退職者が多く、長時間労働になる。 
・栄養士が常に欠員、入れ替わりも激しく残業になる。 
栄養士１人配置 ・栄養士１人配置で業務が多く、毎日残業していた。 
新卒 ・新卒で経験がないため業務を任されこなすことができない。 
献立業務が煩雑 
・セレクトメニューの変更・対応に追われる。 
・献立作成、イベント対応が複雑。 
・病棟訪問、個別対応の業務が増えていく。 
施設栄養士との関係 
・出向の栄養士が病院側の要望をすべて受けるため、栄養士業務が増えていく。 
・施設栄養士が厳しく業務が増える。期限に追われ、拘束時間が長く休みがとれない。 
＊業務内容のマニュア
ルがある 
・業務はマニュアルを見て自分で進めていく。 
・マニュアルがあるので業務が明確で動きやすい。 
サポートについて
 
困っている時の対応が
ない 
・辛いときにＳＶに電話したが怒られた。 
・調理業務を行っているときに、欠員の補充を会社に伝えても、「どこも同じ」と言われ改
善されなかった。 
・新卒で栄養士業務の引継ぎがなく業務を行った。地方なので本部の人も来てくれない。 
・SV に相談したが適切なアドバイスがなく振り回された 
＊仕事を教えてもらえ
る環境 
・わからないときは、先輩栄養士が教えてくれた。 
・調理員さんが助けてくれる。 
・施設栄養士が仕事を教えてくれた。 
・先輩栄養士が仕事を教えてくれた。一緒に考えてくれた。 
＊問題点の相談と対応 
・役割分担が不明確で給食業務が回らず上司の栄養士に相談したところ、１か月くらいで
改善された。 
＊良好な人間関係 ・施設栄養士と給食会社栄養士が業務を確認し合いながら進める。 
＊相談に乗ってくれる 
・会社はいろいろ相談に乗ってくれる方だと思う。 
・職場のパートの栄養士が困ったとき話を聞いてくれた。 
・時々巡回に来た SV が話を聞いてくれた。 
資料：インタビューより作成。 
注：１）ＳＶ（スーパーバイザー）は各地域に配属の栄養士を統括する役割を担い、担当地域の施設巡回、指導を行う。通
常「管理栄養士」がその役割を担うが、給食会社によりその限りではない。名称は会社によって異なる場合がある。
  ２）インタビュー内容は「働きにくい職場環境」または「働きやすい職場環境」のどちらかに分類される。表では「働
きやすい職場環境」に関する内容のサブカテゴリーを（＊）として区別した。 
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1) 新規オープンに関わる状況について 
第一カテゴリーの「新規オープンに関わる状況
について」のサブカテゴリーは、「新卒１人勤務で
引継ぎがない」、「給食の現場を見ることができな
い」、「業務量が多い」、「新規オープン時に業務が
スムーズに行われた」などに分類された。それぞ
れのコードは、「パソコンに過去のデータがなく献
立入力作業から始めた」、「目の前の仕事をこなす
のが精いっぱい」、「引き継ぎ期間は１週間で、厨
房には入らせてもらえない」などである。 
病院給食の食事提供は休むことなく行われるた
め、たとえ給食会社が変更になろうとも給食管理
業務は継続される。スムーズな切り替えのために
は、施設側と給食会社側の双方が段取りを計画的
に行う必要があり、熟練の栄養士の力が欠かせな
い。しかしながら、インタビューからは、経験が
必要な仕事に新卒者が配置され業務の遂行が困難
であったことや、撤退する会社から新規に引き継
がれる会社への引き継ぎ業務が直接行われず制約
があったことなどが明らかになった。これらは、
給食会社栄養士にとって仕事がしづらく効率が悪
いと言えるが、施設側にとっても給食管理業務が
混乱し不利益が生じている可能性があると思われ
る。 
サブカテゴリー「業務量が多い」のコードは、
「締め切りに追われていた」、「休みがない」、「能力
以上のことを求められた」などである。「能力以上
のことを求められた」の回答者は、新規オープン
に伴い他職種業務を行ったケースであり、調理業
務に加え、配属施設の責任者として労務管理、売
店の管理、病院（施設側）との交渉など能力以上
のことを求められていた。過重労働であることは
明らかと言えるが、給食現場の新規オープンは、
業務が軌道に乗るまで人手が多く必要で、通常よ
りも時間がかかることが推察されることから、給
食会社側のみならず、施設側も給食会社の変更に
よって生じるメリットのみならず、デメリットに
も目を向けるべきであると考えられる。 
上述の 3 つのサブカテゴリー「新卒１人勤務で
引継ぎがない」、「給食の現場を見ることができな
い」、「業務量が多い」などは、働きにくい職場環
境に関する内容だが、それとは対照的に働きやす
い職場環境に関するサブカテゴリーは「新規オー
プン時に業務がスムーズに行われた」である。コ
ードは「変更前の給食会社の栄養士が業務を引き
継ぎ問題なかった」とあり、新規オープン（給食
会社の変更）はあったが、現場の栄養士（調理員
を含め）が以前の業務内容をそのまま引き継いで
いる理想的な状況、と言えよう。 
新規の会社への引き継ぎ業務に関して、前もっ
て給食の現場を見られず栄養士にとって不都合で
ある点を指摘したが、このような状況を改善して
いくために、施設側と給食会社側双方にとって望
ましい状況を検討する必要があると考えられる。 
 
2) 業務について 
第二カテゴリーの「業務について」は、サブカ
テゴリー「調理員が欠員のため多忙」、「栄養士が
欠員のため多忙」、「献立業務が煩雑」、「業務内容
のマニュアルがある」などに分けられた。多忙に
なる原因は、栄養士業務と調理員業務の掛け持ち
や、欠員が関係しており、なかには、「人不足で早
番から遅番まで２週間連続勤務」というものもあ
った。サブカテゴリー「献立業務が煩雑」のコー
ドは、「献立作成、イベント（行事など）の対応が
複雑。病棟訪問、個別対応の業務が増えていく」
など、患者サービスの業務にかかわることで負担
が増していく状況が把握できた。サブカテゴリー
の施設栄養士との関係のなかで、「施設栄養士が厳
しく業務が増える。期限に追われ、拘束時間が長
く休みがとれない。」とあるが、円滑な業務運営に
は、施設栄養士との協力関係や良好なコミュニケ
ーションが欠かせない。コミュニケーションに関
して、水元らも施設栄養士と給食会社栄養士間の
コミュニケーションの難しさを指摘しており 11)、
給食会社栄養士のみならず、施設栄養士からみて
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もコミュニケーションが容易ではないことがわか
る。 
また「出向」の立場としての給食会社栄養士は、
本来行う給食管理業務のみならず、施設栄養士と
しての役割を担うため、業務内容や立場が複雑に
なると言えるだろう。この点については今回のイ
ンタビューでは掘り下げていないため、さらなる
確認が必要である。 
ここまでの業務に関するサブカテゴリーは、働
きにくい職場環境に関する内容だが、それとは対
照的に働きやすい職場環境に関するサブカテゴリ
ーは「業務内容のマニュアルがある」である。そ
のコードは、「業務はマニュアルを見て自分で進め
ていく」、「マニュアルがあるので業務が明確で動
きやすい」などに集約された。業務について、施
設ごとに状況は異なるが、担当者の変更が頻繁に
行われる現場においては、マニュアル作成が非常
に重要であると思われる。 
 
3) サポートについて 
第三カテゴリー「サポートについて」は、サブ
カテゴリー「困っている時の対応がない」、「仕事
を教えてもらえる環境」、「問題点の相談と対応」、
「良好な人間関係」、「相談に乗ってくれる」などに
分けられた。「困っている時の対応がない」のコー
ドでは「調理業務を行っているときに、欠員の補
充を会社に伝えても、どこも同じ、と言われ改善
されなかった」のように、現場の状況の問題点を
会社の上司に伝えても対応してもらえないこと、
がコード全体に共通する内容であった。田中らは、
施設栄養士と給食会社栄養士では上司からのサポ
ートに差がみられ、その理由について、「直営側は
直属の上司が施設や部署内におり、業務の把握が
できているため、話や相談がしやすくアドバイス
がもらえる環境である場合が多い。しかし委託側
は上司が常に委託先にいないため、日常的に問題
点の把握ができず、相談する側が問題点を説明す
るのに時間を要することや、相談するタイミング
に躊躇することが多いといった実態を反映してい
ると思われる。」として、双方の立場の違いによっ
て、上司からのサポートに差がみられることを指
摘している 9,10)。本研究においても調整役の担当
者（上司）が同じ職場にいないことから、給食会
社栄養士が配属施設の状況を伝えても対応が遅い、
または対応してもらえないなど、同じような状況
であることが明らかになった。 
上述のようにサポートの少ない状況がみられる
一方、サポートが整い、仕事がしやすい環境で働
いているケースもみられる。それらのサブカテゴ
リーは「仕事を教えてもらえる環境」、「 問題点の
相談と対応」、「良好な人間関係」、「相談に乗って
くれる」などである。 
サブカテゴリー「仕事を教えてもらえる環境」
のコードは、「わからないときは、先輩栄養士が教
えてくれた」、「調理員さんが助けてくれる」、「施
設栄養士が仕事を教えてくれた」、「先輩栄養士が
仕事を教えてくれた。一緒に考えてくれた」など
に集約された。このように先輩栄養士、調理員、
施設栄養士など各々の立場が異なる場合において
も協力が得られ、良好な人間関係が築かれている
ことは理想的な状況と言えるだろう。 
 
3. 勤務期間の異なるグループの分析（計量テキス
ト分析） 
対象者の勤務状況の概要（表１）および、職場
環境に関するインタビュー内容の分類（表２）か
ら給食会社栄養士の働きやすさ、働きにくさ、職
場環境などの状況が把握できた。ここでは、対象
者のインタビューの内容について、KH Coder を用
いながら共起ネットワークの図を作成し、語のつ
ながりを概観し、さらに語の意味合いをもとにカ
テゴリー分類を試みた。本研究における KH Coder
の設定では、描画される語を上位 60 語、最小出現
数５、強い共起関係ほど太い線で描画を用いた。 
対象者の勤務状況の概要（表１）で示した働き
やすさの評価や、「働きにくい理由」、「働きやすい
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理由」をみると、No.１から No.７までは「働きや
すい理由」が挙げられていない一方で、勤務期間
が長くなるにつれ「働きやすい理由」を挙げる対
象者がみられた。 
給食会社栄養士は離職率が高いと言われている
が、先行研究では勤務年数の違いによる詳細な離
職率は示されていない。そこで本対象者の分析に
あたり、勤務期間が２年未満の６名のグループと、
勤務期間が４年以上の６名との同数のグループに
分け、分析を行った。 
 
1) 勤務期間２年未満のグループ 
２年未満のグループについて、共起ネットワー
クの図では、出現パターンの似通った語は７グル
ープに分かれた（図１）。語の意味合いからグルー
プをさらに４カテゴリー、「業務について」、「給食
会社の性質」、「勤務について」、「栄養部門内の人
員配置」に分類した（表３）。例えば、共起ネット
ワークの図で、「給食会社の性質」のカテゴリーに
分類した語は、③委託―給食―管理、委託―直営
―病院―会社―引き継ぎ、病院―出る―施設、委
託―経験―入る―良い―行く―感じる、良い―今
―会社、といったように語と語がつながっている。 
共起ネットワークの図で太い線で描画された語
（さらに強い共起関係）は、「人間―関係、委託―
直営、給食―管理、時間―残業、帰る―帰れる、
異動―辞める、続ける―年、退職―理由」などで
あった。 
表３のカテゴリーで、勤務期間２年未満のグル
ープは、「栄養部門内の人員配置」の分類「異動―
辞める」に比較的強い共起関係がみられたので、
「異動」が含まれる逐語録を見ることにする。内容
は、「突然、部長に呼ばれ異動を命じられた。やめ
ようと思ったが翌月にボーナスが出るから異動の
話を受けた」、「新卒で初めて勤務した施設では栄
養士業務ができなかった。３ヶ月後、管理栄養士
表３ 共起ネットワークにおける出現パターンの似通った語のカテゴリー 
カテゴリ― 勤務期間２年未満(６名） 勤務期間４年以上(６名） 
業務について ①栄養士、業務、言う、思う、調理、人、
見る、仕事、内容、人間―関係 
①献立―作成、栄養士―思う、調理 
②チーフ、教える、前、チェック、食事、
チェッカー 
②働く―職場、追う―忙しい、時間、早い 
給食会社の性質 ③委託―直営、病院、引き継ぎ、会社、給
食―管理、施設、出る、経験、良い、入
る、今、行く、感じる 
③仕事、直営、委託、病院、対応―多い、
患者、食べる、増える、残業 
  ④感じる、違う、求める、一緒 
  ⑤労務―管理、会社、食材、シフト、施
設、入る―チェック、現場、厨房―長
い、必要、業務、環境 
  ⑥責任、下―事業、はじめ、教える 
  ⑦経験―すべて、強い 
  ⑧今、考える 
金銭面   ⑨厳しい、年、退職、黒字、出す、食事 
勤務について ④時間―残業、勤務、終わる、給料   
⑤帰る―帰れる 
⑥先輩、忙しい 
栄養部門内の 
人員配置 
⑦異動―辞める、多い、嫌、不足、パー
ト、足りる、続ける―年、理由―退職 
  
コミュニケーション   ⑩人間―関係、言う、パート 
  ⑪話、聞く 
資料：インタビューより作成。 
注：１）表中の「委託」は給食会社を示し、「直営」は施設側を示す。 
  ２）共起ネットワーク（図１・図２）で、太い線で描画された語と語を「―」で示している。 
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試験に合格したら、急に異動になったが、そこで
はサポート不足だった」、「規模が大きいので委託
会社の栄養士も必要数配置されているが、はたか
ら見ると人数が多いから１人くらい減ってもいい
ように見られて、少し慣れてくるとすぐに他施設
に引き抜かれて異動になる。人間関係はよかった
けれど、業務量が多かった」などがあった。 
このように対象者自身が経験した「異動」では、
異動が急であったことや、異動先施設がサポート
不足で不安を抱えていた状況が見られた。他方、
規模の大きな施設においては、本人の異動はなく
とも、栄養士の施設間の異動が多いことが業務量
の多さを引き起こしている。いずれの場合におい
ても、異動が業務全般に大きな影響を及ぼしてい
ると考えられる。 
2) 勤務期間４年以上のグループ 
４年以上のグループについて、共起ネットワー
クの図では、出現パターンの似通った語は 11 グル
ープに分かれた（図２）。語の意味合いからグルー
プをさらに４カテゴリー、「業務について」、「給食
会社の性質」、「金銭面」、「コミュニケーション」
に分類した（表３）。例えば、共起ネットワークの
図で「給食会社の性質」のカテゴリーに分類した
③の語は、直営―委託―病院、直営―仕事、直営
―対応―多い、対応―食べる、対応―患者、対応
―増える―残業、といったような語と語がつなが
っている。 
共起ネットワークの図で太い線で描画された語
（さらに強い共起関係）は、「献立―作成、栄養士
―思う、働く―職場、追う―忙しい、対応―多い、
図１ インタビュー内容の共起ネットワーク：勤務期間２年未満 
注：図中の「委託」は給食会社を示し、「直営」は施設側を示す。 
岡部哲子 他：給食会社に勤務する栄養士職の労働実態 
- 30 - 
労務―管理、入る―チェック、厨房―長い、事業
―下、経験―すべて、人間―関係、話―聞く」な
どであった。 
表３のカテゴリー、および図１、図２の共起ネ
ットワークをみると、勤務期間２年未満の者と４
年以上の者とでは、語のつながりが似通っている
ものの、４年以上では「給食会社の性質」に関す
る内容が多く出現していた。 
図２の共起ネットワークでは、勤務期間４年以
上では、「対応―多い」に強い共起関係がみられ、
直営、患者、増える、食べるなどの語とつながっ
ているため、「対応」が含まれる逐語録を見ること
にする。内容は、「直営側から求められる食種が多
すぎるため改善の対応を求めて会社側に要望書を
送ったが、会社からは何の反応もなかった。会社
は直営側の栄養士に強く言えないから結局、対応
できなかったのではないかと思う」、「個別対応が
しだいに増えていき、給食会社側としては患者対
応をして食べてもらえるようになったのは嬉しい
し、患者サービスは病院側からみるとよいことだ
と思う。でも、給食会社側からすると仕事が益々
増えていくので、どうしたらよいのか悩んでしま
う」、「栄養士業務は患者対応でありながら、給食
会社側は直営側に迷惑がかかるとか、会社の信用
が大事という意識が常にあるし、意識せざるをえ
ない。患者対応じゃないな、と思うことがありそ
図２ インタビュー内容の共起ネットワーク：勤務期間４年以上 
注：図中の「委託」は給食会社を示し、「直営」は施設側を示す。 
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こが仕事のしづらさかなと思う」などがあった。 
このように４年以上になると、よりよい仕事が
できるように給食会社の上司に改善を求める力が
身に付き、患者対応も行っている。しかし、給食
会社栄養士という立場上、仕事のしづらさを感じ
るなど板挟みになり、悩んでいる様子が感じられ
る。 
 
3) カテゴリ 「ー給食会社の性質」に共通する語「経
験」について 
栄養士としての勤務期間が２年未満の場合と４
年以上とでは、「経験」をどのようにとらえている
のかを把握するために、「経験」に関する内容を見
ることにする。 
２年未満のグループでは、「新卒で経験がないに
もかかわらず、やらなくてはいけない業務が多す
ぎた」、「現実の調理現場での圧倒的な圧力の調理
員に何もすることができなかった。大学にいる間
に、給食実習ではやっているが、そうではなくア
ルバイトで調理員をするとか給食会社のことを経
験していれば、内情や業務内容を知れて良かった
かもしれない」、「調理の経験を積むのは大事とは
言え、１年間調理ずっというのは、どうなんだろ
う」、「この時の経験はあった方が良かった。こん
なに忙しくてもがんばれること、１年目だったか
らできたのかもしれない」など内容であった。こ
れらは、振り返ってみると良い経験であったとし
ながらも、調理員対応の難しさ、経験がないこと
によって生じる業務多忙、調理業務が主体である
ことの不安感など、辛さや迷いが見られた。 
他方、４年以上のグループでは「今までの経験、
献立作成、患者さんとのやりとりなど経験を、栄
養指導に活かすことができる。自信がついた」、「一
緒に働く会社の人がいい人たちだった。そのとき
の経験があり強くなった」、「働くことは、こうい
う人がいるんだ、ということを経験しながら学ん
だ」などがあり、経験を積んだことが自信につな
がっていることがわかる。 
4) 給食会社栄養士のやりがい 
自身が給食会社に所属する立場の佐藤は、給食
会社の管理栄養士に求められるものとして、「１つ
目に管理栄養士としての専門性だけでなくサービ
ス業としてのビジネス感覚が大切であること、２
つ目にカスタマーが満足していただける施設運営
をすること、３つ目にクライアントとしっかりコ
ミュニケーションがとれること、４つ目に何より
サービスが好きなこと、５つ目にこれらをふまえ
た幅広い視野を持つこと」、と述べている 5)。これ
ら会社側が求める理想の栄養士になるためには多
くの経験や訓練を要すると思われる。表１で示し
た対象者の勤務状況の概要のうち、№15 が働きや
すい理由として挙げた「売上を伸ばした達成感と
それに伴う表彰」は、ビジネス感覚の資質が備わ
っていると言えるだろう。しかし、給食会社栄養
士は、配属施設の人材が欠員続きの環境であるな
らば、新卒者がキャリアを積み上げるために必要
な経験を積んでいくことは容易ではないと思われ
る。 
 
Ⅳ．まとめと今後の課題 
医療・福祉施設から給食会社への外部委託率は
年々上昇し続けている中、給食会社栄養士は施設
栄養士と同様、給食の提供に重要な役割を果たし
ていると考えられるが、早期退職者が多く、人材
不足が深刻であることも報告されている。このこ
とは喫食者への食事提供や施設栄養士の労働にも
影響が及んでいると予想される。本研究では、実
際に給食会社に勤務経験のある管理栄養士のイン
タビュー調査をもとに業務内容、就業実態などの
状況を把握し、課題を明らかにすることを目的と
した。 
上記の管理栄養士 16 名を対象に、配属施設ごと
の職場環境について半構造化面接を行いインタビ
ュー内容の分析を行った結果、働きやすさ、働き
にくさの要因となる、勤務先や周りのスタッフの
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サポート体制および雇用条件などの職場環境につ
いて、具体的な問題点が明らかになった。 
第一に施設の配属期間が短く異動が多いため業
務が習得しにくいこと、第二に給食会社の変更（新
規オープン）が業務全般に大きな影響を及ぼすこ
と、第三に会社のサポートが得られにくい環境に
置かれていることである。 
田中らは、病院栄養士の特徴は、一つの部署内
に施設栄養士と給食会社栄養士の両者が混在し、
それぞれの有給休暇取得状況などの勤務実態が大
きく異なることを指摘している。そのため、職業
性ストレスや健康リスクの低減には、有給休暇や
仕事のコントロール、上司の支援が得られる職場
環境作りを改善する必要があると述べている9,10)。
久保田も、就業実態に関する研究のなかで、施設
栄養士の雇用条件がもっともよく、給食会社栄養
士が厳しい雇用条件下にあることを指摘し、労働
条件と環境の改善が不可欠であることを指摘して
いる 19）。 
本研究における、配属施設の異動が多い理由は、
人材不足や他の配属施設への引き抜きなどが考え
らえるが、新卒者を育てていく環境の構築は、給
食会社の利益を考える上でも重要であり、慎重に
検討していく必要があると思われる。 
病院給食の外部委託が認可されて以降、施設側
の給食運営手段には「給食会社との契約」という
選択肢が広がり、そのことが給食管理業務を複雑
化する要因となっている。給食会社の立場である
鈴木が「残念ながら委託会社と対等なパートナー
としてではなく、単なる労働の下請けとしか思っ
ていない病院が多いというのが現状である」と述
べているように 4）、施設側においても給食提供の
目的と意義を理解し、給食会社との契約を結ぶ場
合には、給食会社を協働のパートナーとしての意
識を持つことが重要であると考える。 
本論文の調査では、対象者の多くが退職してい
るため、対象に偏りがあり勤務状況は極端なケー
スが含まれると思われるが、給食会社において、
新卒者への教育やサポートが不十分であることは
推察される。今後は、本研究の結果を踏まえ、栄
養士職の多岐にわたる給食経営管理業務を整理す
るために、さらなる調査の必要性が示唆された。 
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